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3. 外国人研究員 

外国人研究員（客員分） 

氏名：李保国（中華人民共和国） 
受入区分：ニホンザル野外観察施設客員教授 
研究課題：キンシコウの社会生態学的研究 
招へい期間：2006年 4月 1日～2006年 6月 30日 
 
氏名：Feeroz Mohammed Mostafa（バングラデシュ人民

共和国） 
受入区分：集団遺伝分野客員教授 
研究課題：バングラデシュの霊長類の生態学的及び集団

遺伝学的研究 
招へい期間：2006年 7月 1日～2006年 9月 30日 
 
氏名：Sri kantha Sachithanantham（スリランカ民主社会

主義共和国） 
受入区分：人類進化モデル研究センター客員教授 
研究課題：新世界サル類の日内行動リズムの比較研究 
招へい期間：2006年 10月 1日～2007年 3月 31日 
 
招へい外国人学者・外国人共同研究者 

氏名：MBANGI, Mulavwa（コンゴ民主共和国，コンゴ
民主共和国生態森林研究所 動物生態学部門主任） 

受入教員：橋本千絵 
研究内容：ワンバ地区のボノボの生態についての調査デ

ータの分析と論文執筆 
招へい期間：2006年 6月 2日～2006年 6月 24日 
 
氏名：LEO, Natalie Pui Lin（オーストラリア連邦，クィ

ーンズランド大学ポスドク研究者） 
受入教員：景山節 
研究内容：霊長類のシラミと共生細菌，およびシラミに

より感染する細菌の進化史 
招へい期間：2005年 7月 1日～2007年 6月 30日 
 
氏名：GARCIA, Cecile M. C.（フランス共和国，中央国

立科学研究センター研究員） 
受入教員：Michael A. Huffman 
研究内容：メスニホンザルにおける社会的順位，繁殖状

態や健康状態と糞中のコルチゾール量の動態に関

する研究 
招へい期間：2006年 8月 16日～2008年 2月 14日 
 
氏名：HERNANDEZ, Alexander D.（フロリダ国際大学客

員研究者） 

受入教員：Michael A. Huffman 
研究内容：屋久島におけるニホンザルと寄生虫を支える

食物網の構造とエネルギー論に関する研究 
招へい期間：2006年 9月 29日～2008年 9月 28日 
 
氏名：LEMASSON, Alban（レンヌ第 1大学講師） 
受入教員：正高信男 
研究内容：ニホンザルの聴覚情報処理の左右差に関する

行動学的研究 
招へい期間：2006年 11月 9日～2006年 12月 1日 
 
氏名：BLOIS ép HEULIN, Catherine（レンヌ第 1大学講

師） 
受入教員：正高信男 
研究内容：ニホンザルの聴覚情報処理の左右差に関する

行動学的研究 
招へい期間：2006年 11月 9日～2006年 12月 1日 
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4. 日本人研究員・研修員 

日本学術振興会特別研究員（PD） 

打越万喜子 
受入教員：松沢哲郎 
研究題目：思春期テナガザルの異性の歌に対する感受性

－感覚性強化の認知実験－ 
受入期間：2005年 4月 1日～2008年 3月 31日 
 
川合（久保）南海子 
受入教員：正高信男 
研究題目：加齢にともなう表象の操作能力の変化と脳機

能に関する実験的研究 
受入期間：2005年 4月 1日～2008年 3月 31日 
 
受託研究員 

和田晃 
受入教員：中村伸 
研究題目：サルモデルでのバイオメディカル研究 
受入期間：2006年 5月 11日～2007年 3月 31日 

 
研究生 

氏名：須田直子 
受入教員：上野吉一 
研究題目：飼育下霊長類の福祉向上のための基礎研究 
受入期間：2006年 4月 1日～2007年 3月 31日 
 
氏名：三浦優生 
受入教員：松井智子 
研究題目：幼児の言語発達が及ぼす心の理論能力への影

響についての実験的研究 
受入期間：2006年 4月 1日～2007年 3月 31日 
 
氏名：内山リナ 
受入教員：正高信男 
研究題目：霊長類の音声非線形解析，学童期のメタ言語

獲得 
受入期間：2006年 5月 1日～2007年 3月 31日 
 
非常勤研究員 

氏名：天野（早野）あづさ 
研究課題：テナガザル類の種分化・亜種分化に関する分

子遺伝学的解析 
所属分野：遺伝子情報分野 
研究期間：2006年 4月 1日～2006年 10月 31日 

   
氏名：竹元博幸 
研究課題：放飼場飼育ニホンザルによる樹皮食選択と植

物化学成分の相関関係の解析 
所属分野：附属人類進化モデル研究センター 
研究期間：2006年 4月 1日～2007年 3月 31日 

樹木植生のある放飼場の環境維持のために，サルに

よる樹木への直接的な被害や，糞の堆積・樹木更新の問

題等について，長期的な影響を考慮して調査，作業をお

こなった． 
霊長類研究所の第 4放飼場および第 5放飼場におい

て，マーキングされた樹木を定期的に追跡調査し，その

後の樹皮食の程度の変化や枯死の状況を把握した．サル

の葉食や樹皮食の影響の他，風倒木やマツクイムシによ

る高木の枯死も少なくはなく，全体的に放飼場の植生構

造の多様性が低下していると考えられた．サルの樹皮食

の選択性は，17年度の調査結果と変化がなく，サカキ
やネジキ，カナメモチに対する採食選択性が高かった．

特に放飼場の主要な樹種であるヒサカキとサカキにつ

いては，選択性が大きく異なる（ヒサカキ樹皮の採食選

択性が低い）が，近縁の種でもあり，樹皮の物理的な性

状が大きく異なることはない．現在，植物化学的分析の

ために定期的に樹皮を採取しており，今後分析する予定

である． 
また，平成 16年度から 17年度にかけて行った放飼

場の温度環境についての調査結果の解析を行った．放飼

場では，林冠（高さ 3m前後）と地上部（1.3m）に，
WBGT値（気温，放射温度，湿度，風速の影響を考慮し
た暑熱環境温度）で平均 2.6度の差があった．しかし人
工的な立体構築物の最上部（5m）と地上部（1.3m）で
はその差は約 0.7度であった．樹冠や立体構築物の最上
部で日光浴を行っているサルの個体数はWBGTと負の
相関を示した．つまり環境の温度が高いとき，多くの個

体は地上部の気温が低いところで休息し，逆に環境温度

が低い日は，立体構築物や樹冠部で日光浴していたこと

になる．樹木植生がある方が放飼場内の温度環境は多様

になり，ニホンザルは（休息時）有効に微環境を選択し，

体温調節のコストを低減していると考えられた． 
樹木植生や人工的な構築物などを導入することは

多くの霊長類飼育施設で行われているが，飼育動物に対

する具体的な機能が調べられた例はほとんどなく，今後

も生態学的，動物社会学的な手法・考え方を用いて追求

していく必要があると思う． 
 

氏名：江木直子 
研究課題：鮮新世シベリア産出のコロブスの系統学的位
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置と古生態 
所属分野：系統発生分野 
研究期間：2006年 4月 1日～2006年 12月 15日 

Parapresbytis eohanumanは，中期鮮新世の化石コロ
ブス類である．標本としては，シベリアのバイカル湖南東に

ある 2つの化石産地から，上下顎，頭蓋破片，肘部の骨が
知られている．本研究では，Parapresbytisの肘部の骨（上
腕骨遠位部と不完全な尺骨）の形態を，現生コロブス亜科

やヨーロッパ産化石コロブス類と比較し，そこから示唆される

Parapresbytisの系統学的位置や運動行動について考察を
行った． 

形態比較は，上腕骨で 18，尺骨から 13の箇所をノギス
を使って計測し，計測値を主成分分析にかけることによって

行った．Parapresbytisの標本はロシア科学アカデミーの標
本から得たキャスト，その他のものについては，アメリカ合衆

国国立自然史博物館と日本モンキーセンター所蔵の現生

コロブス標本，フランス国立自然史博物館とモンペリエー大

学所蔵の化石コロブス標本を用いた． 
Parapresbytisの大きさとしては，上腕骨の標本の個体

は Semnopithecusや Nasalisのオスよりやや大きい程度だが，
尺骨の標本の個体はどの現生コロブス類より大きく，オスの

チャクマヒヒに匹敵する．上腕骨遠位部や尺骨の形態につ

いては，Semnopithecusやヨーロッパ産化石種である
DolichopithecusとMesopithecusという地上性を示唆されてき
たコロブス類のものは，樹上性のコロブス類のものから区別

できる．Parapresbytisの形態は，樹上性コロブス類の形態
変異内に入る． 

Parapresbytisの系統的な位置については，地上性に
特殊化した Dolichopithecus と近縁であるとされる場合もある
が，肘部の形態はむしろ樹上性コロブス類に近縁であること

を示唆した．ただし，現生のほとんどのコロブス類が樹上性

型の肘形態を持つため，肘部の形態にもとづいて

Parapresbytisがどの樹上性コロブス類に特に近いかを評価
することはできない．肘部の形態からは，Parapresbytisが現
生の樹上性コロブス類と同程度に，樹上性行動に適応して

いたことが示唆された．共伴哺乳類化石には森林性のもの

が含まれていて，中期始新世のバイカル湖地域には森林が

あったことが示唆された．したがって，Parapresbytisが樹上
性であるということは，この地域の古環境とも一致している． 

 
氏名：纐纈大輔 
研究課題：LGN-V1フィードバック経路の機能の解明 
所属分野：行動発現分野 
研究期間：2006年 4月 1日～2007年 3月 31日 

特定の神経連絡経路のみを破壊することはこれま

で不可能と考えられており，サルでそうした手法を試し

た研究はなされてこなかった．そこで本研究ではレーザ

ーを用いることで，ある投射関係にあるニューロンのみ

を選択的に破壊できるこれまでにない画期的な手法の

確立を試みた．また本研究では視覚が発達しており，脳

解剖学的にもヒトに近く，更に視覚課題の訓練に適した

サルを用いて，第 1次視覚野（V1）から外側膝状体（LGN）
へ逆行性投射しているニューロンの選択的破壊を行っ

た．この逆行性の投射は解剖学的には良く知られている

が，その生理学的な意義は未だに解明さていない．更に

は LGNに入力する最も多くの神経線維は網膜からでは
なく V1からのものであり，この V1から LGNへの逆行
性経路が LGNの機能に大きな役割を担っていると考え
られる． 

実験方法としては，まず LGNにクロリンが結合し
た逆行性輸送物質のビーズ（クロリン＋ビーズ）を注入

する．このクロリン＋ビーズは細胞内逆行性輸送により

LGNに投射するV1からの逆行性経路を含む全てのニュ
ーロンの細胞体へと運ばれる．そして 2週間後，同様に
して V1に近赤外波長のレーザーを照射する．するとク
ロリンが活性化しニューロン内に一重項酸素がつくら

れる．一重項酸素は活性酸素の一種であり，ある一定濃

度以上細胞内で発生するとアポトーシスを誘導する．つ

まりこの方法により V1でクロリンを細胞体内にもつニ
ューロンのみに細胞死を起こすことが出来る．以上のよ

うにして V1から LGNへ逆行性投射しているニューロ
ンのみの選択的破壊を試みた． 

この手法の第 1のステップとして LGNに確実にビ
ーズ＋クロリンを注入する必要がある．そこで注入用注

射針に細胞活動記録用の金属電極を装着したものを作

製した．これにより光応答を記録することで LGNの位
置を同定し，その位置にビーズ＋クロリンを注入するこ

とが可能となった．また実験終了後に脳組織切片を作製

し，蛍光顕微鏡でビーズの分布を観察してビーズ＋クロ

リンが LGN内に注入されていることを確認した．更に
V1の組織切片を観察した結果，ビーズ＋クロリンが V1
の第 6層のニューロンだけに分布していた．V1から
LGNへ逆行性に投射しているのはV1の第 6層のニュー
ロンであることが解剖学的に知られていることから，ビ

ーズ＋クロリンが適切にニューロンの軸索内を逆行性

輸送されたことが確認できた．そして V1へのレーザー
照射後にビーズとは別の逆行性輸送物質である

WGA-HRPを LGNに注入することで，逆行性投射ニュ
ーロンが破壊できたのか確認を行った．選択的破壊が適

切に誘導されたならば，そのニューロンは消失しており

WGA-HRPで標識されないはずである．WGA-HRPで標
識された V1第 6層のニューロンを 2頭のサルで定量的
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に解析したところ，レーザー照射部位では照射していな

い部位に比べて標識されたニューロンの数が約 70％で
あった． 

今回の研究からビーズ＋クロリンとレーザーを用

いた投射選択的神経細胞破壊法によって約 30％の逆行
性投射ニューロンを選択的破壊できることが分かった．

逆行性投射ニューロンの破壊によって起こると予想さ

れる行動レベルでの変化を見るためには細胞死誘導効

率を更に上げる必要があるかもしれない．その場合には

ビーズのサイズや電荷を変えることでニューロン内の

逆行性輸送効率を改良することが考えられる．しかし

30％の破壊でも細胞レベルでの変化は起こると思われ
るので，V1の細胞活動記録を行うことで V1から LGN
への逆行性投射ニューロンの機能を明らかにしていき

たい． 
 

氏名：清水大輔 
研究課題：霊長類におけるエナメル室の微細構造と食性

の関連 
所属分野：形態進化分野 
研究期間：2006年 4月 1日～2007年 3月 31日 

一般に，より「硬い」食物を食べる動物は，効率的

に食物を咀嚼し，かつ歯のダメージを少なくするために，

より「頑丈な」歯を持つ必要がある．従来，厚いエナメ

ル質を持つ歯がすなわち「頑丈な」歯であるというイメ

ージがあった．そのためより厚いエナメル質を持つ動物

はより「硬い」食物を食べ，より薄いエナメル質を持つ

動物はより「やわらかい」食物を食べているという推量

がよくなされてきた．エナメル質は生体内でもっとも硬

度が高い物質であるが，骨や象牙質に比べてもろく壊れ

やすい．つまりエナメル質が厚いということは一本の歯

に占めるもろく壊れやすい物質の割合が増えるという

ことであり，単純に厚いエナメル質を持つ歯が壊れにく

いということにはならない．エナメル質内のたんぱく質

の量が増えれば脆性は低くなるが硬度も低くなるため，

エナメル質は壊れにくくなるが咬耗しやすくなる．物質

の成分および外形を変えずに脆性を低く，硬度を高くす

ることは，その物質の微細構造を変えることで実現でき

る．エナメル質は発生時に形成されるエナメルプリズム

と呼ばれる柱状の物質の集合体である．一般的に咬合力

が大きい動物のほうが複雑なエナメルプリズムの構造

を持っていることが知られている．そこで，ヒト上科の

5属（i.e. Homo sapiens, Pan troglodytes, Gorilla sp., Pongo 
pygmaeus, Hylobates sp.）とオナガザル上科の 2属（i.e. 
Colobus sp., Papio sp.），化石人類 1属 2種（i.e. 
Australopithecus anamensis, Australopithecus africanus）に

ついてエナメルプリズムの構造を 3次元的に解析した．
更にエナメルプリズムの構造の違いがエナメル質の硬

さに及ぼす影響について有限要素法を用いて解析し，エ

ナメルプリズムの構造と咬合力との関連を考察した． 
現生霊長類でも一般的に咬合力の大きい動物のほ

うがエナメルプリズムの構造は複雑であるという傾向

が見られた．化石人類では，Australopithecus anamensis
のほうが Australopithecus africanusより複雑なエナメル
プリズムの構造を持つ．さらに，A. anamensis は Gorilla 
に，A. africanus は Panに似たエナメルプリズムの構造
を持つ．エナメル質の硬さ解析に用いた動物はエナメル

プリズムの構造解析に用いたもののうち Homo sapiens, 
Pan troglodytes, Gorilla sp., Australopithecus anamensis, 
Australopithecus africanusである．それぞれの種でエナメ
ル質の物性値を統一し（エナメルプリズムを形成するア

パタイトの結晶構造を考慮し異方性材料とした），エナ

メルプリズムの構造のみが異なるモデルを作成した．結

果，一本のエナメルプリズムが描くサインカーブの周期

が短い（より複雑な）種 i.e. Homo sapiens, Australopithecus 
anamensis, Gorilla sp.の方が周期の長い種に比べ硬い（変
形しにくい）傾向が見られた．つまり，エナメル質に含

まれるタンパク質の量や，エナメルプリズムを構成する

アパタイトの結晶構造が同じでも，エナメルプリズムの

構造の違いにより，エナメル質の硬さ（変形しにくさ）

に大きく影響することが示された．また，

Australopithecus anamensisは Australopithecus africanusに
比べ咬合力をより多く必要とする食性（繊維質の多い食

性）に依存していたのではないかと考えられる． 
 

氏名：藤田志歩 

研究課題：野生ニホンザルにおける交尾戦略の多様性 

所属分野：社会構造分野 
研究期間：2006年 4月 1日～2006年 5月 31日  

ヒトを含めた多くの霊長類では，生殖に結びつかな

い交尾行動がみられる．すなわち，メスの排卵周辺期以

外にも交尾をすることが知られている．このような行動

の究極要因として，父性を攪乱する，受胎の確率を高め

る，精子競争によってより優秀なオスの遺伝子を得る，

オス－メス間の社会的結合を強くするといった諸説が挙

げられている．しかしながら，メスの生理状態と行動と

の関連や，行動の詳細についての実証的研究は，とくに

野生個体を対象としたものは少ない．本研究は，野生ニ

ホンザルの交尾戦略を明らかにするため，メスの交尾行

動が卵巣周期に伴ってどのように変化するのかについ

て調べた．特に，交尾行動の発現パタンの年による違い

から，食物の豊凶といった生態学的要因や性比といった
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社会的要因がメスの交尾戦略にどのような影響を及ぼ

すのかについて調べた． 
調査は，宮城県金華山島において，1997年 9月 27

日から 12月 12日まで，および 1999年 9月 30日から
12月 20日まで行った．いずれの年も当歳子をもたない
オトナメス 6頭を対象とした．各対象メスについて 1日
おきに糞を採集するとともに，個体追跡法によって交尾

頻度，交尾相手および交尾にまつわるオス－メス間の社

会交渉を記録した．採集した糞から EIA法を用いて E1C 
および PdG 濃度を測定し，推定排卵日と受胎の有無に
ついて調べた．対象とした群れ（金華山 A群）は 39頭
（1997年）および 31頭（1999年）で構成され，発情メ
スの数と交尾可能なオス（群れ内オトナオスおよび群れ

に追随する群れ外オトナオス）の数の比は，それぞれの

年で 1:0.9および 1:2.2 であった． 
1997年は対象メス全頭が発情し，ホルモン動態か

らこれらのメスの排卵が確認された．一方，1999年は 6
頭中 3頭が発情し，排卵が確認された．いずれの年も交
尾頻度は卵巣周期に伴って変化し，全てのメスにおいて

排卵周辺期で最大となった．交尾相手となったオスの数

は，1997年では排卵周辺期で最も多かったが，1999年
では排卵日の 7～2日前の間（前排卵期後期）に最も多
かった．また，排卵周辺期では，どのメスも群れの最優

位オスとは１回も交尾が見られなかった．以上の結果か

ら，メスの交尾行動は生理状態によってある程度制約さ

れていることが確かめられた．また，オスの順位はメス

の配偶者選択において有利には働かず，むしろ最優位オ

スは配偶者として選ばれていないことがわかった．さら

に，発情メスの数が少なかった 1999年は，特定のオス
による交尾の独占のために，排卵周辺期に交尾相手のオ

スの数が少ない傾向があり，メスあるいはオスの交尾戦

略は性比によって異なることが示唆された． 
 

氏名：村井勅裕 
研究課題：Odd-nose Langrusの比較研究 
所属分野：附属ニホンザル野外観察施設 
研究期間：2006年 11月 1日～2007年 3月 31日 

猿害に対する学生の意識 
猿害に関して学生はどのような意識を持っている

のかについて予備的な調査を行った．岐阜にある大学生

（43名）に対してアンケートを行った．アンケートは，
1．野生のニホンザルを見たことがあるか 2．猿害とい
う言葉を聞いたことがあるか 3．猿害に興味があるか 4．
猿害にあったのを実際に見たことがあるか 5．この先，
サルと人間との関わりをどのようにしていったらいい

と思うか 6．猿害を起こすサルを駆除することをどう思

うか 7．猿害を起こすのは人とサルどちらに主な原因が
あると思うか 8．猿害対策をどのように進めていくべき
だと思うか 9．猿害対策では誰が考えていくべきだと思
うか 10．猿害の被害は誰が負担するべきだと思うかの
10項目に対して行った． 

結果は，約半数の人が野生ニホンザルを見た，猿害

を聞いたことがある，猿害に興味があると答えた．猿害

を実際に見たことがある人はほとんどいなかった．また，

この先は，人とサルの境界線をはっきりと区別していく

が最も多く，次いで境界線をあいまいに残す，農業をあ

きらめるがそれに続いた．サルの駆除に関しては，仕方

がないが半数を占め，次いで他の方法を取るべきと続き，

やめるべき，断固反対というのは少なかった．猿害は人

間の側・サルと人間の両方に原因があると応えた人が半

数弱を占め，サルが原因と応えた人はいなかった．猿害

対策は被害にあっている方を中心に考えていくべきだ

という意見が半数を占め，サルを中心に考えるというの

とその他が残りを分け合った．猿害対策は国・国民・研

究者が考えていくべきと考えている人が多かった．猿害

の被害は国が負担すべきであると考える人がほとんど

を占めた． 
アンケートの結果，学生の半数ぐらいは猿害を知っ

ていて，興味を持っていることがわかった．今後は，猿

害に関する授業を行い，広く猿害の実態を知ってもらい，

授業の前後で，学生の意識がどのように変化していくか

を研究していきたいと考えている． 
 
テングザルの吐き戻し行動 
 東南アジアのボルネオ島にのみ生息するテング

ザル Nasalis larvatusは，コロブス亜科に属する．コロブ
ス亜科は嚢状に大きく発達した前胃を有し，その内部に

はセルロース分解菌などの微生物が棲息し，その分解作

用により，本来消化できない高繊維質の食物から栄養を

得ることができ，さらに植物に含まれる有害な消化阻害

物質などを無毒化できる．コロブス亜科の前胃の構造と

機能は，反芻動物の反芻胃と類似した点が多いが，摂食

物を胃から口腔内へ吐き戻して再咀嚼する反芻行動は，

コロブス亜科において今まで報告がなかった．しかし今

回テングザルにおいて吐き戻し及び再咀嚼するのを観

察した．そこで本研究ではテングザルの吐き戻し行動の

概要と食性との関連について調査し，コロブス亜科にお

ける吐き戻し行動の発生要因と意義について考察した． 
本研究では，2000年 1月から 2001年 3月までの期

間にボルネオ島（マレーシア・サバ州）キナバタンガン

川支流流域で，テングザルの行動を撮影したビデオを用

いて，個体・食性・吐き戻し行動に関するデータを収集
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し解析を行った． 
テングザルの吐き戻し行動は，計 195時間の撮影時

間において 23例と極めて低い頻度で観察された．吐き
戻し行動は，新生児を除く全ての齢段階の個体で見られ，

全て午前中の休息時に行われていた．午前に吐き戻しを

行う理由として，胃内容物によって採食量が制限される

のを防ぐために採食前に胃内容物の通過を促すことが

推測された． 
テングザルの採食時間は葉・果実・花の採食が大部

分を占めたが，各部位採食時間の割合は月ごとに異なっ

た．吐き戻し行動の観察頻度は，葉の採食時間との間に

有意な正の相関を示した．そのため，採食において葉へ

の依存が高いときに吐き戻しが起こりやすくなる，つま

り繊維質の高い食物を摂食すると吐き戻しが誘発され

やすいと考えられる． 
 

氏名：松原幹 
研究課題：霊長類における分子生態学的研究と保全遺伝

学的応用 
所属分野：生態機構分野 
研究期間：2006年 11月 1日～2007年 3月 31日  

本年度は霊長研で飼育されるニホンザルのMHC遺
伝子多型の塩基配列解析を行った．霊長研の繁殖コロニ

ーの由来は，嵐山，若桜，高浜，小豆島の 4地域で，定
期健康診断時に採血を行い，PCR法でMHC-DRB遺伝
子の増幅を行い，DGGE法でアリル分離後，ダイターミ
ネーター法で塩基配列の解読を行った． 

コンゴ民主共和国カフジ・ビエガ国立公園の野生ヒ

ガシローランドゴリラとチンパンジーの遊動と森林植

生の関連を GISを用いて解析し，ヒトによる国立公園の
伐採地域の森林植生と類人猿の利用植生の比較を行っ

た． 
その他には，霊長研で飼育されるニホンザルの飼育

管理データベースの作成を行った．鹿児島県屋久島西部

の海岸林に生息する野生ニホンザルの社会生態学的調

査を行った． 
 

研修員 

氏名：早川祥子 
研修題目：DNAによる野生ニホンザル社会構造の再構 
     築 
受入教員：Michael A. Huffman 
研修期間：2006年 4月 1日～2007年 3月 31日 
 
氏名：座馬耕一郎 
研修題目：霊長類の社会生態 

受入教員：Michael A. Huffman 
研修期間：2006年 4月 1日～2006年 8月 31日 
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5. 研究集会 

所内談話会 

第 1回：2006年 4月 4日（水）  
Brian Hare （マックスプランク進化人類学研究所）  
「チンパンジーからみたヒトの社会的認知の特性」  
 
第 2回：2006年 6月 16日（金）  
Albert Yonas （ミネソタ大学）  
「Development of Sensitivity to Motion, Binocular, and 

Pictorial Cues for Depth」  
Oliver Braddick & Janette Atkinson（オクスフォード大学，ロ
ンドン大学 ユニバーシティー・カレッジ  ） 
「Local and global processing of form and motion:  

development and brain mechanisms」 
 
第 3回：2006年 6月 21日（水）  
Mbangi Norbert Mulavwa （コンゴ民主共和国生態森林研

究センター）  
「ワンバのボノボの食物生産とパーティサイズの関係につい

て」  
古市剛史（明治学院大学） 
「ワンバのボノボの遊動パターン：メスはどうしてオスと一緒

に遊動するのか」 
 
第 4回：2006年 6月 23日（金）  
Jeffrey J. Lockman（テュレーン大学）  
「Developmental origins of tool use:  The role of infant 

object manipulation」  
 
第 5回：2006年 6月 26日（月）  
Robin Panneton（バージニア工科大学）  
「Investigating Infants' Attention to Speech within an 

Ecological Framework」  
 
第 6回：2006年 6月 27日（火）  
Hannes Rakoczy（マックスプランク進化人類学研究所）  
「共同意図性の初期個体発生」  
Tanya Behne（マックスプランク進化人類学研究所）  
「幼児期におけるコミュニケーションと模倣，協力行動」  
 
第 7回：2006年 7月 11日（火）  
Kang Lee（トロント大学）  
「幼児におけるだまし(cheating)とうそつき(lying)」  
 
第 8回：2006年 8月 29日（火）  
Philippe Pinel（フランス国立医学研究所）  

「Numerical representation in human parietal cortex and 
interaction with non-numerical dimensions.」  

 
第 9回：2006年 8月 29日（火）  
Alan C. Kamil（ネブラスカ大学）  
「Natural History and Cognition: Social and Spatial Abilities 

in Corvids」  
 
第 10回：2006年 9月 28日（木）  
Mohammed Mostafa Feeroz（ジャハンギルナガー大学）  
「Status, Distribution and Ecology of Primates of Bangladesh: 

An Overview」  
 
第 11回：2006年 9月 28日（木）  
二階堂雅人（東京工業大学）  
「DNAが解き明かした鯨類進化の全貌 - その起源と内部

系統」  
 
第 12回：2006年 10月 26日（木）  
Cécile Garcia（霊長類研究所）  
「Energetics and regulation of reproductive function in a 

group of captive female olive baboons (Papio anubis)」  
Alexander D. Hernandez（霊長類研究所）  
「Parasitism, food webs and biomass patterns in natural 

ecosystems」  
 
第 13回：2006年 11月 9日（木）  
Eberhard Fuchs（ドイツ霊長類センター）  
「ドイツ霊長類センターの紹介」  
 
第 14回：2006年 11月 9日（木）  
Hatta Ramlee（サラワク大学）  
「Activity Patterns and Food Preference of Orang-utan in  
Captivity and Semi-Wild State」  
 
第 15回：2006年 11月 15日（水）  
大串隆之（生態学研究センター）  
「個体群生態学から生物多様性科学へ」  
 
第 16回：2006年 12月 20日（水）  
九後太一（基礎物理学研究所）  
「湯川の宿題」  
 
第 17回：2007年 2月 19日（月）  
黒木登志夫（岐阜大学）  
「単純性，複雑性，多様性」  
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第 18回：2007年 2月 28日（水）  
遠藤秀紀（形態進化分野）  
「チンパンジー全標本の三次元デジタル化と DICOM ファイ

ルのサーバー常置」  
 

（文責：大石高生，今井啓雄） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2006年度霊長類学総合ゼミナール 
Interdisciplinary seminar on primatology 2006 

日時：2006年 12月 8日（金）10:00‐18:00 
会場：京都大学霊長類研究所本棟大会議室 
発表：33件 

＜口頭発表＞ 

テーマ：データを調理する：収集から分析まで What 
can you cook with your data? Collection and analysis 

1) タウンタイ THAUNG HTIKE（系統発生分野／大学
院生） ミャンマーのイノシシ化石 The fossil Suidae 
of Myanmar 

2) チャマリ・A・D・ナハラゲ Charmalie A. D. 
NAHALLAGE（生態機構分野／大学院生） 
Development, acquisition and transmission of stone 
handling behavior in captive Japanese macaques 

3) リザルディ・B・チャニアゴ Rizaldi B. CHANIAGO
（ニホンザル野外観察施設／大学院生） Successive 
aggression: Another pattern of polyadic aggressive 
interactions 

4) 親川千紗子 OYAKAWA Chisako（認知学習分野／大
学院生） 野生テナガザルの音声研究 The research of 
wild gibbon songs 

5) ラウラ・マルティネス Laura MARTINEZ（思考言語
分野／大学院生） Vocal-identity recognition of 
familiar individuals by a chimpanzee using an 
audio-visual matching-to-sample task 

6) 木場礼子 KOBA Reiko（認知学習分野／大学院生） 
ニホンザルと顔と性弁別 Japanese monkey, face and 
sex discrimination 

7) 平石博敏 HIRAISHI Hirotoshi（認知学習分野／大学
院生） NIRSデータの料理法 NIRS data cooking 

8) 半田高史 HANDA Takashi（行動発現分野／大学院
生） スパイク Spike 

 

＜ポスター発表＞ 

1) 須田直子 SUDA Naoko（人類進化モデル研究セン
ター／研究生）フサオマキザルにおける

contrafreeloadingの検証 Contrafreeloading in tufted 
capuchins (Cebus apella) 

2) 平井啓久 HIRAI Hirohisa（遺伝子情報分野／教員） 
テナガザルが高い染色体変異量を維持してきた謎 
Puzzles that small apes have kept higher amount of 
chromosome variability 

3) 桧垣小百合 HIGAKI Sayuri（器官調節分野／大学院
生） ニホンザル海馬における閉経にともなうシグ
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マ 1受容体の発現変化 Menopause-related expression 
of σ1 Receptor in the hippocampus of Japanese 
macaques 

4) ○江木直子 EGI Naoko（系統発生分野／非常勤研
究員），中務真人 NAKATSUKASA Masato（京都大
学理学研究科動物学教室／教員），荻原直道 
OGIHARA Naomichi（京都大学理学研究科動物学教
室／教員） 霊長類の上腕骨遠位部内部構造の比較 
Comparisons of internal structure in distal humeri of 
primates 

5) ○柴崎全弘 SHIBASAKI Masahiro（名古屋大学大学
院情報科学研究科／大学院生），川合伸幸 KAWAI 
Nobuyuki（名古屋大学大学院情報科学研究科／教
員） 反応に伴う時間が弁別刺激の選好に及ぼす効
果 Effect of responding time on the preference of the 
discriminative stimulus 

6) 三浦優生 MIURA Yui（認知学習分野／研究生） 幼
児による話し手の知識の潜在的・顕在的理解の発

達 Young children’s implicit and explicit 
understanding of speaker knowledge 

7) ○澤田玲子 SAWADA Reiko（認知学習分野／大学
院生），土居裕和 DOI Hirokazu（長崎大学医歯薬学
総合研究科／教員） バイオロジカルモーション知
覚に対する運動情報の寄与：事象関連電位（ERP）
による検討 The influence that amount of motion 
signal gives biological motion perception: An ERP 
study 

8) 小薮大輔 KOYABU Daisuke（形態進化分野／大学
院生） ベニガオザルの体毛色における種内変異と
その進化史的含意 Pelage color variation of stumptail 
macaques and its evolutionary implications 

9) 松岡絵里子 MATSUOKA Eriko（社会構造分野／大
学院生） 母子関係が子どもの社会化に与える影響 
Influences of mother-offspring relationships on 
socialization of the offspring 

10) 山本真也 YAMAMOTO Shinya（思考言語分野／大
学院生） チンパンジーの相互利他的なコイン投入
を規定する要因 Factors influencing reciprocity in 
chimpanzees 

11) 山田彩 YAMADA Aya（ニホンザル野外観察施設／
大学院生） 野生ニホンザル農作物加害群の冬期の
環境利用：レジオテレメトリ法と GISによる分析
の紹介 Winter habitat selection of wild Japanese 
macaque troops raiding crop-fields: Introduction of 
radio tracking and analysis by GIS 

12) 落合知美 OCHIAI Tomomi（思考言語分野／教務補
佐員） 日本の大型類人猿を調べる：訪ね歩き紀行 
Great ape in Japan 

13) ○井上紗奈 INOUE Sana（思考言語分野／教務補佐
員），松沢哲郎 MATSUZAWA Tetsuro（思考言語分
野／教員） チンパンジーの月経周期にともなう認
知課題遂行の変動について Correlation between the 
menstrual cycle and cognitive tasks in a female 
chimpanzee 

14) 田中正之 TANAKA Masayuki（思考言語分野／教
員） チンパンジーにおける絵のカテゴリー的認識 
Recognition of pictorial representations by 
chimpanzees (Pan troglodytes) 

15) 川本芳 KAWAMOTO Yoshi（集団遺伝分野／教員） 
ミトコンドリアDNAの系統地理から推測されたニ
ホンザルの後氷期分布拡大 Postglacial population 
expansion of Japanese macaques (Macaca fuscata) 
inferred from mitochondrial DNA phylogeography 

16) 小倉匡俊 OGURA Tadatoshi（人類進化モデル研究
センター／大学院生） ニホンザルにおける同種・
他種の動画に対する欲求と選好性 Requirement and 
preference for movies of the same and different species 
in the Japanese macaque 

17) 小野敬治 ONO Keiji（行動発現分野／大学院生） 注
意の分配の継時変化とその脳内機構の解析 The 
sequential change of the allocation of attention and its 
mechanism in the brain 

18) ○張鵬 ZHANG Peng（ニホンザル野外観察施設；
西北大学生命科学学院，西安，中国／大学院生），

李保国 LI Baoguo（西北大学生命科学学院，西安，
中国／教官），渡邊邦夫 WATANABE Kunio（生態
機構分野／教員），齊曉光 QI Xiaoguang（西北大学
生命科学学院，西安，中国／大学院生） Dominance 
relation between one-male units of the Sichuan 
snub-nosed monkeys (Rhinopithecus roxellana) in the 
Qinling Mountains, China 

19) 友永雅己 TOMONAGA Masaki（思考言語分野／教
員） Searching for the Face：チンパンジーにおける
顔刺激を用いた視覚探索 Searching for the face: 
Visual search experiments using facial stimuli with 
chimpanzees (Pan troglodytes) 

20) 半谷吾郎 HANYA Goro（社会構造分野／教員） 果
実食鳥が渡って来る前に結実する種の種子は有効

に散布されているのか？ Comparisons of dispersal 
success between the species fruiting prior to and those 
at the peak of migrant frugivore abundance 

21) 橋本亜井 HASHIMOTO Ai（認知学習分野／大学院
生）ヒト幼児言語データベース構築プロジェクト 
Construction of a high-density database of Japanese 
speaking children 

22) 原澤牧子 HARASAWA Makiko（社会構造分野／大
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学院生） アカンボウの発達的変化に起因する母親
の行動へのさまざまな制約 Various constraints 
caused by developmental changes of infants on mother 
behavior 

23) ○飯田沙依亜 IIDA Saea（名古屋大学大学院環境学
研究科／大学院生），市川奈穂 ICHIKAWA Naho（名
古屋大学大学院環境学研究科；日本学術振興会／

大学院生），大平英樹 OHIRA Hideki（名古屋大学
大学院環境学研究科／教員） 直前の認知課題が不
快感情に及ぼす影響 Effects of the prior-engaged 
cognitive task on unpleasant feelings 

24) 石川直樹 ISHIKAWA Naoki（行動発現分野／大学
院生） 色弁別課題遂行中のサル前頭前野における
バーストニューロンの活動 Activities of bursting 
neurons during color discrimination task in the monkey 
prefrontal cortex 

25) 伊村知子 IMURA Tomoko（関西学院大学大学院文
学研究科；日本学術振興会／特別研究員），白井述 
SHIRAI Nobu（中央大学大学院文学研究科；日本学
術振興会／特別研究員），友永雅己 TOMONAGA 
Masaki（思考言語分野／教員），山口真美 
YAMAGUCHI Masami（中央大学大学院文学研究科
／教員），八木昭宏 YAGI Akihiro（関西学院大学大
学院文学研究科／教員） ヒトにおけるキャストシ
ャドーによる対象の接近／後退運動知覚の非対称

性 Asymmetry on the perception of motion in depth by 
moving cast shadows in humans 

 
霊長類学総合ゼミナールは，研究所内ティーチン

グ・アシスタントを中心とした大学院生が企画および運

営にあたっている．形式は自由で大学院生に委ねられて

おり，本年度も例年どおり研究会のかたちでおこなった．

その目的は，若手研究者が各自の研究成果ないし研究計

画を報告することで，学術的な交流を深めることである．

とくに，博士論文や修士論文の発表の機会をもたない学

年には，所内にひろく自分の研究を紹介するよい機会と

なる．また，各分野でおこなわれているゼミナールとは

異なり，ふだん研究発表を聴く機会のない他分野との交

流も目的としている．博士後期課程 2年および 3年の大
学院生が口頭発表をおこない，修士課程 1年および博士
後期課程 1年の大学院生がポスター発表をおこなった．
今回の新しい試みとして，ポスター発表において教員や

所外などからの参加を積極的に呼びかけた．その結果ポ

スター発表の件数が倍増したため，この試みは成功した

といえるだろう．所内や所外のさまざまな分野の研究者

と議論することにより，発表者や参加者が見識を高める

意義深い研究会となった．なお，霊長類学系の修士課程

および博士後期課程の大学院生には単位が認定される

ものである． 
 （TA：東濃篤徳，佐藤義明，福島美和，村田貴朗） 

（文責：佐藤義明） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




